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花花粉粉飛飛散散時時期期ににおおけけるる 中中タタンンパパクク質質濃濃度度、、有有機機体体窒窒素素濃濃度度ににつついいてて

釜谷光保・佐々木啓行

【要 約】花粉飛散時期に 分粒装置を用いて採取した 試料についてタンパク質、有機体窒素等を分析

した。タンパク質は粒径の小さい の方にほとんどが存在し、 中タンパク質濃度と花粉量には高い相関

が見られた。また、有機体窒素分はタンパク質由来であることが多いと示唆された。

 
【キーワード】 、タンパク質、有機体窒素、花粉

【目 的】

様々な成分で構成されている 中の不明成分の中には生物由来と考えられるタンパク質が含まれていると

いう研究報告 がある。タンパク質は約 種類のアミノ酸から構成されており、その炭素分は 中の有機

炭素として測定されていると考えられるが、有機体窒素分については報告例が少ない。そこで花粉飛散時期の

試料中のタンパク質とともに有機体窒素を測定し得られた知見について報告する。

【方 法】

大気試料の採取は、ハイボリウムエアサンプラー（柴田科学社製、

）に 分粒装置（柴田科学社製）を取り付け、粒子径の大きいもの

（以下、粗大側粒子）と小さいもの（以下、 ）とに分離して、東京

都環境科学研究所屋上（ 年 月 日～ 日、 日～ 日）におい

て流量：約 、 時間で行った（図１）。カットしたろ紙を超純

水等で超音波抽出後 0.2μm のメンブランフィルターでろ過し試料溶液

とした 。タンパク質の分析にはタンパク質分析キット（サーモフィシャーサイエンティフィック社製、

、標準はウシ血清アルブミン 以下、 ）を使用した 。有機体窒素は工業用水・工場

排水試験方法－第 部 ： 記載の方法により水溶性有機体窒素として測定し、アンモニウムイ

オン、硝酸イオン、亜硝酸イオンはイオンクロマトグラフ分析装置（サーモフィッシャーサイエンティフィック

社製、 ）で他の陽イオン、陰イオンと同時測定を行った。

【結果の概要】

(1) 花粉（スギ花粉の場合大きさは 40μm）は、湿度の上昇（降水）により花粉膨張→破裂（粒径の小さな

粒子へ変化） 、また降水が続くと花粉落下が起こるとされている。そして天気が回復すると粒子の舞い上がり

や花粉の飛散が起こる。図２より、調査期間において、 の降水後から花粉及び は増加傾向で、 の降

水時に両者共減少した。また、 中タンパク質濃度(μg/m ＞粗大側粒子中タンパク質濃度(μg/m であった。

タンパク質は粒径の小さい の方にほとんどが存在し、花粉飛散時期 春季 において、 中タンパク質濃

度と花粉量には高い相関が見られた（相関係数 、 ）。 
(2) イオン濃度等より求めた 試料中の形態別窒素（有機体窒素、アンモニア体窒素、亜硝酸体窒素、及び硝

酸体窒素）の合計から全窒素濃度を求めた。窒素分としてアンモニア体窒素の寄与が大であった（図３）。

(3) 図４より、 を構成するアミノ酸残基の平均質量数と残基数から計算した合計値とアミノ酸残基から計算

した窒素分割合（ 理論値）６）７）、またタンパク質分析用 標準によるタンパク質濃度と水溶性有機体窒素

濃度から計算した窒素分割合（ 標準液）はそれぞれ約 ％と同程度であると分析精度確認を行った。試料中

の水溶性有機体窒素濃度の 中タンパク質濃度における割合は一部を除き 理論値及び 標準液と同

等で、 に含まれる窒素分の内、有機体窒素はほぼタンパク質由来である可能性が示唆されたが今後更なる

データの蓄積が必要である。
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図図２２ タタンンパパクク質質濃濃度度、、 濃濃度度及及びび花花粉粉量量のの変変化化

図図３３ 中中形形態態別別窒窒素素濃濃度度
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図図４４ 花花粉粉飛飛散散時時期期 春春季季 のの 中中タタンンパパクク質質ににおおけけるる窒窒素素分分

理理論論値値６６））７７））

タンパク質： を構成するアミノ酸残基それぞれの平均質量数

と残基数から計算した合計値
有機体窒素： それぞれのアミノ酸残基の窒素数から計算

標標準準液液
タンパク質： による分析値
水溶性有機体窒素：標準液を試料と同様に分析して求めた値

試試料料
タンパク質： による分析値

水溶性有機体窒素：図３で使用した値

 

天天候候 曇曇一一時時雨雨 雲雲 晴晴 晴晴 晴晴一一時時雨雨 晴晴後後一一時時雨雨
主主なな風風向向

及び主な風向：都の大気汚染常時監視測定局の月報データを使用（中央区晴海局）
花粉量：東京都福祉保健局 東京都アレルギー情報 （東京都区部におけるスギとヒノキより計算）

タタンンパパクク質質

水水溶溶性性有有機機体体窒窒素素
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